
第 1図　絵葉書全体

第 2図　三越出入口部分



口
　
絵
　
　
日
本
橋
開
通
記
念
絵
葉
書
「
駿
河
町
よ
り
見
た
る
富
士
山
」（
三
井
文
庫
所
蔵
参
考
図
書
　
Ｍ
二
一
六
―
七
―
三
〇
）

「
駿
河
町
か
ら
実
際
に
富
士
山
は
見
え
る
の
か
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
近
世
の
三
井
越
後
屋
の
絵
画
と

い
う
と
、
駿
河
町
の
通
り
の
両
脇
に
越
後
屋
の
店
舗
を
置
き
、
奥
に
富
士
山
を
望
む
も
の
が
多
い
。
江
戸
時
代
に
実
際
に
ど
の
よ
う
に
見

え
た
の
か
確
認
す
る
手
段
は
無
い
の
だ
が
、
参
考
に
な
る
の
が
今
回
紹
介
す
る
絵
葉
書
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
、
石
造
り
の
日
本
橋
の
完
成
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
葉
書
の
一
枚
で
あ
る
。
裏
面
に
写

真
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
写
真
の
右
側
を
日
本
橋
の
麒
麟
の
イ
ラ
ス
ト
で
飾
っ
て
い
る
。
こ
の
写
真
は
、
駿
河
町
の
通
り
の
左
側
手
前
に

三
越
呉
服
店
（
以
下
、
三
越
）
を
置
き
、
そ
の
奥
に
富
士
山
を
望
む
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
富
士
山
の
左
側
を
隠
し
て
い
る
建
物
と
、
右

側
に
建
っ
て
い
る
電
柱
の
位
置
か
ら
み
る
と
、
近
世
の
絵
画
同
様
に
通
り
の
中
心
延
長
線
上
に
富
士
山
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
判
然

と
し
な
い
。

往
来
を
歩
く
人
通
り
は
比
較
的
多
く
、
人
々
は
厚
着
を
し
て
い
る
。
建
物
の
影
は
南
か
ら
北
に
伸
び
、
富
士
山
は
積
雪
し
て
い
る
の
か

や
や
白
み
が
か
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
富
士
山
を
捉
え
る
た
め
に
、
空
気
の
澄
ん
で
い
る
冬
場
の
晴
れ
た
昼
頃
に
撮
影
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
際
に
駿
河
町
か
ら
富
士
山
は
見
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
写
真
に
は
他
に
も
面
白
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
は
三
越
の
駿
河
町
通
り
の
出
入
口
が
見
え
て

い
る
の
だ
が
、
通
り
に
人
力
の
荷
車
が
走
っ
て
お
り
、
出
入
口
の
左
右
に
馬
と
自
動
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。
三
越
で
は
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
商
品
配
達
用
の
ト
ラ
ッ
ク
「
ク
レ
メ
ン
ト
号
」
を
導
入
し
て
お
り
、
自
動
車
を
利
用
し
た
配
達
を
始
め
て
い
た
。
こ
こ

に
映
っ
て
い
る
の
が
三
越
の
社
用
車
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
荷
車
、
馬
（
馬
車
）、
自
動
車
と
い
う
当
時
の
様
々
な
運
搬
手
段
が
日

本
橋
界
隈
を
行
き
交
っ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
え
る
。
ま
た
三
越
の
入
口
に
は
右
に
「
三
越
呉
服
店
」、
左
に
「
縦
覧
御
勝
手
」
の
看
板

が
か
か
っ
て
い
る
（
第
2
図
）。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣
言
で
百
貨
店
と
し
て
営
業
を
始
め
た
三

越
で
は
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
よ
る
商
品
陳
列
を
行
っ
て
い
た
。
越
後
屋
の
「
現
金
無
掛
直
」
か
ら
三
越
の
「
縦
覧
御
勝
手
」
へ
と
い
う

看
板
の
変
化
か
ら
も
時
代
の
移
り
か
わ
り
を
垣
間
見
ら
れ
て
興
味
深
い
。 

（
下
向
井
　
紀
彦
）


